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安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
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話
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山
﨑
修
二
は
安
来
市
上
吉
田
町
に

生
ま
れ
、
後
に
浜
田
を
拠
点
に
山
陰

の
風
土
と
人
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
数
多
く
発
表
し
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
の
夏
、
山
﨑
は
生
涯
の

師
と
仰
い
だ
斎
藤
与よ

里り

と
一
緒
に
旅

に
出
ま
し
た
。
そ
の
時
に
訪
れ
た
出

雲
市
の
多
伎
海
岸
か
ら
見
た
島
根
半

島
を
描
い
た
の
が
「
崖
と
海
」
で
す
。

　

手
前
に
崖
が
屹き
つ

立り
つ

し
、
遠
く
に
ふ

る
さ
と
に
繋
が
る
山
々
が
見
え
ま

す
。
き
っ
と
恩
師
に
安
来
の
話
を
し

な
が
ら
楽
し
く
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
が
二
人
で
巡
っ
た
最

後
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。
安
来
に
生

ま
れ
、
石
見
で
長
年
暮
ら
し
た
山
﨑

だ
か
ら
こ
そ
描
け
た
珠
玉
の
一
枚
で

す
。

　

彼
の
こ
と
を
「
安
来
生
ま
れ
の
石

見
人
」
と
評
し
た
人
が
い
ま
す
。
描

き
始
め
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で
に
40

年
か
か
っ
た
こ
の
作
品
を
見
る
と
、

そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
恩

師
や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
は
東
光
会
会
員
の
門
脇
折
江
さ

ん
を
迎
え
て
、「
山
﨑
修
二
先
生
の

思
い
出
」
と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
（
聴
講
無
料
・
予
約
不
要
）。

安来市・奥出雲町・雲南市　共同企画

山
﨑
修
二
展
が
始
ま
り
ま
し
た

企
画
展
「
洋
画
家
山
﨑
修
二
の
世
界
」　

５
月
22
日
ま
で

《開館時間》　９時から16時30分。
　　　　　　ただし入館は16時まで。
《休 館 日》　毎週火曜日
《入 館 料》　一般 1000円、
　　　　　　学生（高校生以上）500円、
　　　　　　団体（20人以上）800円。

●名碗を愉しむ会のお知らせ
・４月９日（日）：さくら茶会
解説を聞きながら企画展を観た後、散
りゆく桜に想いを馳せながら如水庵で

お 茶 を 愉 し み ま せ ん
か。会費 2,500円／人。
詳しくは美術館にお尋
ねください。

日本遺産「出雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」

連載７　探訪「出雲國たたら風土記」

【安来市・奥出雲町コース】
和鋼博物館：安来港を望むたたらの総合博物館。２階
のレストラン「安来グラン
パ」はたたらの炭を思わせ
る炭火焼料理が人気。また、
世界に誇るヤスキハガネの
刃物を扱う直営店を併設。
　↓
安来節演芸館：安来節の定期公演を楽しめる。一日４
公演。売店や食堂を併設。
　↓
鍛冶工房弘光：鉄の燭台など手作りの工芸品を手掛け
る工房。あかり工芸は国内外に多くのファンを持って
います。
　↓
金屋子神社：全国の金屋子神社の総本社。境内の灯籠
などに刻まれた全国各地の地名から、信仰の広がりを
知ることができる。
　↓
絲原記念館：鉄師の歴史を感じる記念館に隣接した居
宅や庭園を公開。鉄穴流しの技法で築いたとされる出
雲流庭園でゆったりとした時間を。

【奥出雲町・雲南市コース】
奥出雲たたらと刀剣館：たたら製
鉄と日本刀に関する資料を展示。
炉の実物大地下構造を見ると、先
人の知恵に驚かされる。
　↓
可部屋集成館：鉄師櫻井家ゆかりの品々を展示する集
成館に隣接した居宅と庭園を公
開。阿井川の清流と四季折々の彩
を見せる周囲の山々が、訪れる人
を魅了する。
　↓
たたら鍛冶工房：和鉄からつくるペーパーナイフや刃
物づくり体験が可能。要予約。
　↓
鉄の歴史博物館：たたら復元操業のドキュメンタリー
映像は必見。鉄師田部家に関する資料も展示。
　↓
菅谷たたら山内：日本で唯一現存するたたら製鉄の拠
点。鉄づくりを実際に行った建物“高殿”が残ってい
るほか、周囲の集落も当時の様子を伝える。

日本遺産に関する出前講座は、
和鋼博物館（☎ 23-2500）へ

最終回では、日本遺産のストーリーを感じる探訪コースをご紹介します。春の風に
吹かれながら、「出雲國たたら風土記」に触れてみてはいかがでしょうか。

写真：13 代今泉今右衛門「色鍋島唐花文茶碗」

▶
山
﨑
修
二
「
崖
と
海
」 
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